
校
長
　
棒
田
　
敬
二

日
章
中
学
校

こ
れ
ま
で
の
三
十
年
を
超
え

る
教
師
生
活
で
も
初
体
験
の

こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、

そ

の
よ
う
な
状
況
で
も
、

生
徒

た
ち
の
準
備
活
動
に
取
り
組

む
姿
に
は
ひ
た
む
き
な
も
の

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

ま
た
、

短
い
準
備
期
間

で
、

こ
こ
ま
で
完
成
さ
せ
た

集
中
力
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る

と
同
時
に
、

生
徒
た
ち
の
可

能
性
の
大
き
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
初

の
計
画
通
り
で
き
な
か
っ

た

こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、

新

た
な
発
見
が
で
き
て
、

私
と

し
て
は
収
穫
の
大
き
い
今
年

の
学
校
祭
で
し
た
。

　
本
校
は
来
年
度
、

開
校
五

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

現
在

記
念
行
事
等
に
つ
い
て
企
画

を
練
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
や
同
窓
会
の

皆
さ
ま
を
始
め
と
す
る
関
係

者
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

地
域
の
皆
さ

ま
に
も
何
か
と
ご
協
力
い
た

だ
く
場
面
も
あ
ろ
う
か
と
存

じ
ま
す
が
、

そ
の
節
に
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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四
月
に
佐
藤
校
長
の
後
任

と
し
て
日
章
中
学
校
に
着
任

し
て
か
ら
、

早
い
も
の
で
九

ヶ

月
に
入
り
ま
す
。

　
入
学
式
に
は
地
域
の
皆
さ

ま
に
も
多
数
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、

そ
の
後

も
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
交
流

の
機
会
が
数
多
く
あ
り
、

い

ろ
い
ろ
な
面
で
、

ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日

章
中
学
校
の
地
域
と
の
結
び

つ
き
が
大
き
く
、

強
い
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

本

校
で
は
二
学
期
早
々
、

新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で

学
級
閉
鎖
、

学
校
閉
鎖
を
せ

ざ
る
得
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

感
染
予
防
の
た
め
、

始
業
式
を
始
め
と
し
て
、

二

学
期
に
入
っ

て
か
ら
の
行
事

で
は
、

実
施
方
法
の
変
更
等

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
影
響
が
大
き
か
っ

た
の

は
学
校
祭
で
し
た
。

　
十
月
始
め
に
二
日
日
程
で

行
う
予
定
で
し
た
が
、

一
日

日
程
に
変
更
、

内
容
も
事
前

に
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
映
像
を

各
学
級
で
テ
レ
ビ
視
聴
す
る

と
い
う
状
況
で
し
た
。

私
の

～まちづくり協議会の活動状況　２～

　
十
月
十
六
日
の
夜
に

は
、

東
札
幌
地
区
「

交

通
事
故
死
ゼ
ロ
二
〇
〇

〇
日
達
成
」

記
念
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
、

白
石

区
長
、

白
石
警
察
署
長

札
幌
白
石
交
通
安
全
協

会
か
ら
、

町
内
連
合
会

を
始
め
交
通
安
全
関
係

の
六
団
体
に
、

表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、

子
ど
も
た
ち

が
今
後
と
も
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
祈
り
を
込

め
て
、

東
札
幌
小
学
校

豊
園
小
学
校
、

東
園
小

学
校
の
全
生
徒
に
札
幌

赤
レ
ン
ガ
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、

㈳
札
幌
地
区

ト
ラ
ッ

ク
協
会
、

東
札

幌
町
内
連
合
会
、

東
札

幌
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

な
ど
か
ら
、

交
通
安
全

の
グ
ッ

ズ
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、

地
域
住

民
が
力
を
合
わ
せ
て
、

さ
ら
に
記
録
を
伸
ば
し

ま
し
ょ

う
！

【

高
齢
者
福
祉
事
業
】

　
「

笑
う
門
に
は
福
来

た
る
」
「

笑
っ

て
健
康

に
な
ろ
う
！
」

を
合
言

葉
に
、

昨
年
に
引
き
続

き
、

今
年
も
桂
　
枝
光

(

か
つ
ら
・
し
こ
う

)

師
匠
に
よ
る
『

落
語
の

会
』

を
十
月
二
十
一
日

(

水

)

の
午
後
二
時
か

ら
東
札
幌
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
入
場
者
数
を

超
え
る
百
七
十
名
の
住

民
の
方
々
に
落
語
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、

大

入
り
満
員
大
盛
況
で
し

た
！
ご
来
場
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、

今
回
の
演
目

は
「

勘
定
板
」
「

桃
太

郎
」
「

抜
け
雀
」
「

紙

屑
屋
」

の
四
題
で
し
た

が
、

演
目
に
入
る
前
の

小
噺
で
既
に
笑
い
過
ぎ

た
と
い
う
声
が
出
る
ほ

ど
笑
い
、
「

勘
定
板
」

に
入
る
と
も
う
師
匠
の

噺
が
巧
み
な
上
に
、

身

　
平
成
二
一
年
十
月
十

三
日
に
、

東
札
幌
地
区

で
は
、

平
成
十
六
年
四

月
二
二
日
の
死
亡
事
故

を
最
後
に
、

交
通
事
故

死
ゼ
ロ
二
〇
〇
〇
日
の

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、

十
月
十
六
日

(

金

)

に

東
札
幌
小
学
校
で
ス
ク

ー

ル
ゾ
ー

ン
実
行
委
員

会
が
「

お
祝
い
の
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
東
札
幌
小
学
校
は
、

全
道
初
の
児
童
交
通
安

全
推
進
委
員
の
任
命
な

ど
、

交
通
安
全
に
対
し

て
先
駆
的
で
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
お
祝
い
の
会
で
は
、

来
賓
の
祝
辞
の
後
、

道

警
音
楽
隊
の
演
奏
と
カ

ラ
ー

ガ
ー

ド
隊
の
演
技

が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち

の
交
通
安
全
宣
言
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。道警音楽隊とカラーガード隊

今年も大入り満員。170名！

地
域
と
共
に
歩
む
日
章
中
学
校

交
通
事
故
死
ゼ
ロ

 
二
〇
〇
〇
日
達
成
！

2000日達成記念祝賀会



　今号は「地域と共に歩む」と題しまして、日章中学校の棒田校長先生より寄稿いただきました。あり
がとうございました。地域に密着した教育についての校長先生の想いが滲みでているように感じまし
た。これからも住みよいまちづくりを進めるための情報をお伝えして行きたいと思います。（山崎記）

～編集後記～

【

日
章
中
合
唱

　
　
　
　
 
コ
ン
ク
ー

ル
】

　
十
一
月
六
日

(

金

)

に
日
章
中
で
合
唱
コ
ン

ク
ー

ル
が
あ
り
ま
し
た

　
若
者
の
歌
声
は
素
晴

ら
し
く
、

聞
い
て
い
る

だ
け
で
元
気
が
出
て
く

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
来
年
は
元

気
な
歌
声
を
聞
き
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

【

中
学
生
の
主
張
発
表
会
】

　
十
一
月
七
日

(

土

)

に
中
学
生
の
主
張
発
表

会
が
区
民
セ
ン
タ
ー

で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、

日
章
中
三

年
生
の
塚
野
萌
美
さ
ん

が
最
優
秀
賞
で
、

宮
城

県
白
石
市
と
の
交
流
訪

問
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た

【

き
よ
み
ず
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
】

【

東
札
幌
地
区
バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル
大
会
】

・
日
時

　
　
十
二
月
六
日

(

日

)

　
　
午
前
九
時
半
か
ら

・
場
所
　
東
札
幌
小
学
校

【

歳
末
防
火
特
別
警
戒

街
頭
啓
発
】

・
日
時

　
十
二
月
十
二
日

(

土

)

　
午
後
三
時
か
ら

・
場
所

　
東
札
幌
会
館
集
合

【

ク
リ
ス
マ
ス
会
】

・
日
時

　
十
二
月
二
三
日

(

水

)

　
午
前
十
時
か
ら

・
場
所

　
東
札
幌
児
童
会
館

【

白
石
区
平
和
事
業
】

　
十
一
月
十
七
日

(

火

)

に
東
札
幌
小
の
六
年
生
を

対
象
に
、

白
石
区
平
和
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
緑
栄
会
の
富
岡
秀
義
相

談
役
が
、

約
一
時
間
に
わ

た
っ

て
戦
争
体
験
を
子
ど

も
た
ち
に
語
り
、

平
和
の

尊
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
き
よ
み
ず
公
園
の
ト
イ

レ
を
手
す
り
つ
き
で
段
差

の
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化

す
る
工
事
が
完
了
し
、

十

一
月
九
日
か
ら
通
年
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
周
辺
の
工
事
は
少

し
残
っ

て
い
ま
す
が
、

ト

イ
レ
は
使
用
で
き
ま
す
。【

冬
の
暴
力
追
放
街
頭

啓
発
】

・
日
時

　
十
二
月
二
四
日

(

木

)

　
午
後
一
時
半
か
ら

・
場
所

　
地
下
鉄
白
石
駅
集
合

【

ミ
ニ
バ
レ
ー

フ
ェ

ス

テ
ィ

バ
ル
】

・
日
時

　
一
月
二
四
日

(

日

)

　
午
前
九
時
半
か
ら

・
場
所
　
日
章
中
学
校

【

雪
合
戦
大
会
】

・
日
時

　
二
月
七
日

(

日

)

　
九
時
半
か
ら

・
場
所

　
東
札
幌
小
学
校

　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド

【

ふ
れ
あ
い
入
浴
ツ
ア
ー
】

　
九
月
二
九
日

(

火

)

に
福
祉
の
ま
ち
推
進
セ

ン
タ
ー

主
催
の
「

ふ
れ

あ
い
入
浴
ツ
ア
ー
」

が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
札
幌
の
六
六
歳
以

上
の
独
居
の
方
が
バ
ス

二
台
で
、

ガ
ト
ー

キ
ン

グ
ダ
ム
で
の
入
浴
と
食

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
あ
な
た
も
来
年
は
参

加
し
ま
せ
ん
か
？

【

街
頭
共
同
募
金
】

　
十
月
一
日

(

木

)

に

地
下
鉄
「

東
札
幌
駅
」

と
「

白
石
駅
」

で
、

民

生
委
員
や
保
護
司
の
方

が
赤
い
羽
根
街
頭
共
同

募
金
を
行
い
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

～各種団体の行事等の報告とお知らせ～
 

強
盗
、

車
上
荒
ら
し

な
ど
の
犯
罪
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

一
昨
年
東

札
幌
で
強
盗
傷
害
事
件

が
あ
り
、

今
年
は
美
園

で
引
っ

た
く
り
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。

新
た
な

手
口
の
振
り
込
め
詐
欺

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
警
察
と
も
連
携
し
て

各
町
内
会
の
防
犯
防
災

部
、

青
少
年
育
成
委
員

な
ど
が
、

四
月
か
ら
第

三
水
曜
日
の
午
後
八
時

に
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
年
末
年

始
は
、

例
年
犯
罪
が
増

加
し
ま
す
の
で
、

一
人

歩
き
を
避
け
、

少
し
遠

回
り
で
も
人
通
り
の
あ

る
明
る
い
道
を
歩
き
ま

し
ょ

う
。

　
不
審
者
や
犯
罪
を
見

か
け
た
ら
、

す
ぐ
警
察

に
通
報
し
ま
し
ょ

う
！

振
り
手
振
り
に
表
情
が

お
か
し
く
て
、

た
ち
ま

ち
落
語
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
、

本
当
に
目
の

前
で
起
き
て
い
る
こ
と

を
見
て
い
る
よ
う
な
気

持
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

さ
す
が
に
伝
統
芸
の
底

力
は
も
の
す
ご
い
。

 
ま
た
、
「

紙
屑
屋
」

で
は
、

師
匠
の
体
力
に

も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
座
の
端
か
ら
端
を

中
腰
で
話
し
な
が
ら
ぐ

る
ぐ
る
回
る
体
力
は
、

中
途
半
端
な
修
行
で
は

で
き
な
い
芸
当
だ
と
思

い
ま
す
。
「

紙
屑
屋
」

を
や
る
落
語
家
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
そ
う
で
、

こ
れ
を
や
る
と
い
う
だ

け
で
人
を
集
め
る
ら
れ

る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
今
回
も
東
札
幌
の
住

民
に
笑
い
の
芸
以
外
に

珍
し
い
体
力
も
必
要
な

芸
を
見
せ
た
い
た
だ
き

師
匠
、

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最優秀賞おめでとう 皆で力いっぱい歌いました

昼食はバイキングで満腹です

夜間防犯パトロール（11月11
日）

今
後
の
行
事
等
の
予
定

師匠熱演、会場大爆笑！

 
防
犯
夜
間

 
 
 

パ
ト
ロ
ー

ル

地下鉄白石駅での募金

きよみず公園トイレ白石区平和事業


